
全
医
労
四
国
地
方
協

議
会
が
ス
ト
ラ
イ
キ

に
向
け
記
者
会
見


全
医
労
四
国
地
方
協
議

会
は
２
月
21
日
に
２


28
ス
ト
ラ
イ
キ
に
向
け

記
者
会
見
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
よ

い
医
療

看
護
の
実
現

と
大
幅
賃
上
げ

大
幅

増
員
を
要
求
す
る
も
の

で
す
。
国

立
病
院
は
全

国
に
展
開
す

る
公
的
医
療

機
関
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

職
員
の
賃
金

は
国
家
公
務

員
水
準
に
届

か
ず
、
独
立

採
算
制
で
人

員
配
置
が
十

分
で
な
く
、

患
者
に
寄
り

添
う
医
療
が

脅
か
さ
れ
て

い
る
切
実
な

状
況
が
あ
り

ま
す
。

医
療
現
場
の
声
と
し
て

「
物
価
高
騰
の
な
か
、
政

府
も
賃
上
げ
と
い
っ
て
い

る
の
に
賃
金
改
善
な
し
で

は

生

活

で

き

な

い

」

「
（
国
立
病

院
な
の
に
）

他
と
比
較
し

て
賃
金
が
安

く
、
人
材
が

集
ま
ら
な
い

」
な
ど
の
訴

え
が
あ
り
ま

し
た
。

全
日
本
国
立
医
療
労

働
組
合
が
香
川
で
も

ス
ト
ラ
イ
キ

国
立
病
院
の
労
働
者
で

つ
く
る
全
日
本
国
立
医
療

労
働
組
合
（
全
医
労
）
は

２
月
28
日
、
２
０
２
４
年

度
の
賃
金
改
定
交
渉
で
月

４
万
円
な
ど
の
賃
上
げ
要

求
に
対
し
、
ゼ
ロ
回
答
を

続
け
る
国
立
病
院
機
構
に

前
進
回
答
が
な
か
っ
た
と

し
て
、
全
国
約
１
２
０
支

部
で
始
業
か
ら
１
時
間
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
し

た
。
【
３
面
に
つ
づ
く
】
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い
ま
、
自
民
党
政
治
が
行
き
詰
ま

る
中
、
暮
ら
し
や
平
和
を
守
れ
と
、

労
働
運
動
や
民
主
団
体
の
活
動
が
大

き
く
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
民

主
香
川
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
た
た

か
い
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
県

内
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体
の
歴
史

や
た
た
か
い
を
ふ
り
か
え
り
、
今
日

的
な
意
義
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
は
「
香
川
県
教

職
員
組
合
」
（
全
５
回
）
で
す
。

①
香
教
組
結
成

１
９
４
５
年
の
敗
戦
。
戦
後
の
国

民
生
活
は
困
窮
を
極
め
ま
し
た
。
全

国
の
民
主
化
運
動
の
高
ま
り
の
中
で

戦
前
か
ら
の
組
合
運
動
や
民
主
教
育

に
参
加
し
た
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、

全
日
本
教
員
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
軍
国
主
義
教
育
の
排
除

を
進
め
、
全
国
的
に
組
合
結
成
の
機

運
が
高
ま
る
中
、
香
川
県
で
も
す
べ

て
の
郡
市
で
教
員
組
合
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
４
６
年
３
月
全
県
を

統
一
し
た
香
川
県
教
員
組
合
連
盟
が

誕
生
し
、
12
月
に
は
全
日
本
教
員
組

合
協
議
会
に
加
盟
、
待
遇
改
善
等
で

対
県
交
渉
や
中
央
交
渉
を
精
力
的
に

行
い
ま
し
た
。
翌
年
、
２
・
１
ゼ
ネ

ス
ト
（
＊
）
に
向
け
て
闘
争
態
勢
が

強
ま
り
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
ス
ト

禁
止
命
令
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
香
川
県
教
員
組

合
連
盟
、
中
等
学
校
教
員
組
合
、
青

年
学
校
教
員
組
合
が
協
議
を
重
ね
て
、

１
９
４
７
年
５
月
１
８
日
に
香
川
県

教
員
組
合
（
香
教
組
）
が
誕
生
し
ま

し
た
。

そ
の
年
の
６
月
、
教
育

の
民
主
化
、
研
究
の
自
由

の
獲
得
、
平
和
と
自
由
を

愛
す
る
民
主
国
家
の
建
設

の
要
求
を
掲
げ
て
、
全
国

５
０
万
人
の
教
師
を
結
集

し
て
日
本
教
職
員
組
合
の

結
成
大
会
が
開
か
れ
、
香

教
組
も
参
加
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
６･

３･

３･

４
制
の

完
全
実
施
や
給
与
是
正
、
男
女
差
別

撤
廃
な
ど
の
要
求
を
し
、
組
合
活
動

の
拠
点
と
な
る
教
育
会
館
の
建
設
も

始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
教
育
行

政
の
民
主
化
を
要
求
し
、
教
師
の
生

活
を
守
り
ぬ
く
香
教
組
が
誕
生
し
ま

し
た
。

闘
争
が
広
が
り
、
発
展
す
る
の
に

つ
れ
て
、
定
期
的
に
刊
行
す
る
組
合

機
関
誌
が
必
要
に
な
り
、
１
９
４
８

年
３
月
、
『
香
教
組
タ
イ
ム
ス
』
が

発
行
さ
れ
、
10
月
か
ら
現
在
の
『
香

川
教
育
』
に
改
め
ら
れ
、
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。

＊
（
ゼ
ネ
ス
ト
＝
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ

イ
キ
。
一
企
業
や
組
織
に
よ
る
一
般

的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
で
な
く
、
全
産
業

や
、
全
国
的
な
規
模
で
行
わ
れ
る
ス

ト
ラ
イ
キ
の
こ
と
。
あ
る
特
定
の
地

域
や
都
市
に

お
い
て
様
々

な
産
業
が
一

斉
に
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
う

場
合
も
ゼ
ネ

ス
ト
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が

あ
る
）

子
ど
も
の
未
来
を
拓
く

香
川
県
教
職
員
組
合
史

①
香
教
組
結
成

香
教
組
元
委
員
長

中
尾

忍

医療・介護を守る賃上げを
全医労が香川でもストライキ

【
２
面
よ
り
】

国
家
公

務
員
よ
り
低
い
賃
金
水
準

か
ら
手
当
削
減
で
さ
ら
に

賃
下
げ
に
な
れ
ば
一
層
の

人
手
不
足
を
ま
ね
き
、
患

者
に
寄
り
添
う
医
療
が
脅

か
さ
れ
る
と
し
て
改
善
を

求
め
て
い
ま
す
。

独
法
化
後
の
ス
ト
は
２

回
目
で
、
県
内
２
カ
所
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
計
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

善
通
寺
の
四
国
お
と
な

と
こ
ど
も
の
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
全
医
労
四
国
協
議

会
の
高
畠
力
書
記
長
が
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
「
国

立
病
院
機
構
は
民
間
に
委

ね
ら
れ
な
い
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
不
採
算
の

医
療
分
野
を
担
う
一
方
で
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
な
く

独
立
採
算
で
、
い
ま
は
国

の
診
療
報
酬
改
定
や
物
価

高
騰
で
国
立
病
院
す
ら
赤

字
経
営
だ
」
と
指
摘
。

全
医
労
善
通
寺
支
部
長

の
小
西
昭
史
さ
ん
（
41
）

は
「
賃
上
げ
を
し
て
、
人

員
確
保
、
人
材
流
出
防
止

を
し
な
い
と
、
そ
も
そ
も

病
院
の
運
営
自
体
が
継
続

で
き
な
く
な
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

原
発
を
な
く
す
香
川
の

会
は
２
月
23
日
、
高
松
市

内
で
総
会
を
開
き
、
伊
方

原
発
を
と
め
る
会
事
務
局

次
長
の
和
田
宰
氏
が
、

「
能
登
半
島
地

震
後
の
現
状
や

伊
方
原
発
運
転

差
止
訴
訟
の
た

た
か
い
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

和
田
氏
は
運

転
差
し
止
め
訴

訟
で
の
主
張
を
４
点
に
わ

た
っ
て
説
明
。
▽
福
島
原

発
後
の
教
訓
と
し
て
、
深

層
防
護
が
重
視
さ
れ
た
が
、

避
難
計
画
は
不
十
分
。
能

登
半
島
地
震
の
被
害
の
よ

う
に
土
砂
崩
れ
や
道
路
が

陥
没
な
ど
避
難
で
き
な
い

と
想
定
▽
避
難
経
路
か
ら

退
域
時
検
査
場
所
ま
で
に

渋
滞
が
起
こ
り
、
避
難
時

に
被
爆
す
る
と
予
想
▽
四

国
電
力
に
よ
る
地
震
の
被

害
想
定
が
低
す
ぎ
る
な
ど

と
、
資
料
を
使
い
解
説
し

ま
し
た
。

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
、
「
蓄
電

池
の
シ
ス
テ
ム

は
日
本
の
企
業

が
実
用
化
し
、

す
で
に
世
界
に

も
配
置
さ
れ
、

四
国
で
も
揚
水

発
電
が
稼
働
し
、

蓄
電
池
と
の
組
み
合
わ
せ

で
電
力
を
賄
う
こ
と
は
可

能
だ
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

３
月
18
日
の
松
山
地
裁

で
の
判
決
へ
の
傍
聴
を
呼

び
か
け
、
「
裁
判
の
動
向

な
ど
を
国
民
が
監
視
を
し

原
発
廃
炉
の
世
論
と
運
動

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
今

こ
そ
重
要
だ
」
と
語
り
ま

し
た
。
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毎
朝
目
覚
め
る
と
違
う
景
色
。

「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
と
混
乱
し
、
認

識
す
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
の
が
朝

の
ル
ー
テ
ィ
ン
に
。

17
県
は
広
し
！
今
週
も
広
島
で
つ

ど
い
、
呉
の
日
鉄
跡
地
や
岩
国
基
地

調
査
、
岡
山
で
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
い
っ

せ
い
街
頭
宣
伝
。
鹿
児
島
で
「
戦
争

止
め
よ
う
沖
縄
西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
結
成
総
会
に
参
加
、
宮
崎
市
や

国
富
町
で
つ
ど
い
、
香
川
県
丸
亀
市

で
の
演
説
会
と
駆
け
回
り
ま
し
た
。

昨
日
は
大
分
県
へ
。
2
月
27
日
か

ら
始
ま
っ
た
在
沖
縄
米
軍
に
よ
る
陸

上
自
衛
隊
日
出
生
台
演
習
場
で
の
実

弾
砲
撃
訓
練
。
観
光
地
で
あ
る
湯
布

院
で
行
わ
れ
る
こ
の
演
習
は
16
回
目
。

そ
し
て
今
年
は
過
去
最
大
規
模
。
人

員
430
人
、
車
両
110
台
は
、
日
米
合
意

や
演
習
場
の
使
用
協
定
で
定
め
ら
れ

て
い
る
人
員
300
人
、
車
両
60
台
を
は

る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。
な
し
崩
し

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
！

湯
布
院
に
入
る
手
前
の
峠
に
差
し

掛
か
る
と
、
と
た
ん
に
砲
撃
訓
練
の

大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
監

視
情
報
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
と
、
毎

日
何
発
の
砲
撃
訓
練
が
あ
っ
た
の
か

を
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
が
監
視
を
続

け
て
い
ま
す
。
説
明
を
受
け
る
そ
の

間
に
も
次
々
と
大
き
な
爆
音
で
実
弾

砲
撃
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
を
無
視
し
て
観
光

地
で
あ
る
湯
布
院
で
、
２
０
２
０
年

の
訓
練
時
に
は
夜
８
時
を
超
え
て
も

砲
撃
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん

な
訓
練
が
行
わ
れ
る
の
か
も
地
元
に

は
説
明
も
不
十
分
な
ま
ま
、
近
く
で

酪
農
を
営
む
皆
さ
ん
や
人
の
み
な
ら

ず
牛
た
ち
ま
で
も
が
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
で
穏
や
か

な
こ
の
地
域
で
実
弾
砲
撃
訓
練
な
ど

や
め
る
べ
き
で
す
。
観
光
も
平
和
が

あ
っ
て
こ
そ
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
比
例
予
定
候
補

白
川
よ
う
子

総
会
と
講
演
会

原
発
を
な
く
す
香
川
の
会


